
新規の研  
究申請だ  
けど、ある  
程度の実  
績がないと  
応募でき  
ない

真にオリジナリ  
ティあるもの  
は「萌芽タイ  
プ」のみ。倍  
率が高い

既に実験  
データが  
あってある  
程度成果  
がみこめる  
もので申  
請書を記  
載

優れた提  
案が出てこ  
ない 採択

不採択に  
なっても研  
究者への  
フィード  
バック無し

拠点やネッ  
トワーク事業  
の場合、高  
度なマネジ  
メントが必要

事務職員  
に任せられ  
ず教員が  
マネジメント  
するしかな  
い

結局、採択時にパワーを使い、実際の研究は惰性で進行

事業の達成  
目標、検証  
指標が不明  
確 中間や最終  

評価の軸は  
主に論文や  
特許、シンポ  
ジウムの「数」

ホームラン論  
文ではなくバ  
ントヒット論文  
を量産

研究資金の執  
行が主要ミッ  
ションに

別に研究  
資金はそれ  
ほど必要が  
ないが、獲  
得資金＝  
研究能力  
の評価傾  
向が強い

ちょっと多  
めの研究  
資金で申  
請

研究推進と予算  
消費を兼ねてポス  
ドクを雇用

間接経費（一  
般経費）が減  
少傾向。事務  
のモチベーショ  
ンは激減

研究の質  
低下：  
高注目度  
論文の減  
少問題

プロジェクトの  
評価軸がアウ  
トプットだけで、  
マネジメントの  
評価は無い

教員のマネジメ  
ントスキルは特に  
向上しない…

教員も本来  
は研究者であ  
り、マネジメン  
トは苦手だし  
やりたくない

大学本部にはマ  
ネジメントに使え  
る金がない

大学にお  
けるガバ  
ナンスの  
低下問題

それなのに、獲得資金が多いプロジェクトを担当し  
たというだけで、審議会委員になる場合も・・・

重要度や使用  
頻度の低い装  
置を購入する  
など

膨大な資料作  
製による研究  
時間の減少

現状では、  
URAが認知さ  
れ信頼されて  
いない

研究プロ  
ジェクトの  
評価問題

事後評価結果  
が良くても、別  
に次に反映され  
るわけでもない

モディファイ論文では、  
真の科技イノベにはつ  
ながりにくい

リンク

研究費の無駄  
遣いや不正使  
用の問題

プロジェクトが終わればまた  
競金を取らないといけない

いわゆるポス  
ドク問題

個別の研究者  
に資金が集中  
する理由の一つ

科学技術政策の全プロセスにおける様々な課題の相互関係表現シナリオ

国際化の遅れ
アジアのハブ  
化になれてい  
ない

意思決定に統計  
的データや、それ  
に基づく科学的な  
エビデンスがない  
ので経験や勘など  
に頼る決定

全体的な戦略や  
その実施体制が  
不在

①社会の課題  
解決につなが  
る事業が行わ  
れていない

科技計画など大きな  
ものはあるが、そこか  
ら行動規範となる「コ  
ア価値」はなかなか  
みいだせない

各課が局所最  
適のみでバラバ  
ラに予算要求

②投資効果が  
低い事業が立  
案される

普段の業務が縦割  
りのため、俯瞰的な  
視点が欠如

縦割り組織  
の為に、分  
野横断の事  
業が生まれ  
にくい 運営費交付金  

の減少も要因

課題解決にむけ  
たボトルネックが  
考慮されていない

解決すべき問題は  
すべて複合的（この  
ツリーのように・・・）

個人の経験のみによるコメントの為に（エビデンスレ  
ス）、残念な研究プロジェクトを作ってしまう・・・

戦略不在の研究事業立案の問題

国際化が主目的の事業な  
らそれを頑張るが、特にな  
ければ、イージーな国内で  
の共同研究に流れがち

国際的共同研究のほうが国内  
での評価が高いわけではない

成果が新産  
業や雇用に  
結びついて  
いない問題

事業開始  
（特に競争  
的資金）

世代間の  
格差問題

事業結果に依  
存した次期事業  
展開ができない  
システム

大学は評価を乗  
り切るだけの力  
で事業実施

これは、「いくらがんばっ  
ても事業継続がない」と  
いうことで、大学にとって  
も極めて不幸な事実

融合研究の  
衰退問題

成果が新産  
業や雇用に  
結びついて  
いない問題

活きた戦略  
不在の問題

日常的業務圧迫による  
近視眼的状況の問題

審議会  
プロセス

行政職員の  
評価軸問題

リンク

立案はする  
が、それをや  
り遂げられな  
いシステム

責任体制の  
不明確問題

現場に行くこ  
とも研究者と  
会う機会も  
減少の一途

現場感覚と乖離  
した事業が産ま  
れてしまう・・・

「資金獲得」が第一優先の  
行動規範になっていて、事  
業マネジメントが重視され  
ない

一般市場では少ないインプットで  
大きいアウトプットしたほうが優秀な  
のに、役所ではその逆。そして、大  
学もまた同じ傾向。

ポスドク対策はある程度やっ  
ているともいえるが、一方で  
ポスドクをどんどん増やす事  
業もあり、事業間の整合性  
がない。

アウトプットに関する  
評価軸、効果的な  
政策評価がない

③状況が変  
わっても、検  
証されず進む

政策

エビデンス  
とそれを用  
いる意識の  
欠如の問題

マーケットや社会のニーズが  
評価基準として重視されてい  
ない

投資効果が  
高い事業に  
集中投資で  
きない

無駄な仕事が  
多く、業務が非  
効率で日常の  
雑務に忙殺

企業との連携協  
力などが評価さ  
れない

リスクを取って挑戦す  
る人が評価されない  
（独法でも同様）

リスクを取らな  
い仕組みによ  
る閉塞感

細かい予算  
制度が乱立 合理的でな  

い政策立案

リンク

リンク

リンク

研究エ  
フォート減  
少の問題

大学の側から事  
業が改善される  
ことは無い（提案  
がない）

申請書作  
成に膨大な  
労力

安い機器の情  
報や機器の共  
有に関する枠  
組みがない

不採択

リンク

リンク

（参考２）
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